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７月３日（土）
城南高校（１面）・福岡西陵高校（１面）
宇美商業高校（１面）・福翔高校講堂（１面）

７月４日（日） 福岡市民体育館（１面）・福岡高校（１面）
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⑥ 本大会の問合せ先

令和３年度　天皇杯・皇后杯　全日本バレーボール選手権大会

福岡県ラウンド　開催要項　　　

主 催 一般財団法人　福岡県バレーボール協会

後 援 福岡県教育委員会　・　公益財団法人　福岡県スポーツ協会　・　福岡市

開 催 趣 旨 本大会は、本協会に登録する全てのチーム（中学生以上）が、１年度を通して
「天皇杯」「皇后杯」の名を冠するに相応しい、日本の６人制バレーボール最高のチーム
となる栄誉を競うと同時に、バレーボールの競技を通じて体力、人格、精神力の向上を
目指し、また日本バレーボール界の発展と普及に寄与することを目指して開催する。

開 催 期 間 各地区予選　２０２１年６月５日（土）～２０日（日）　　各地区の実情に合わせ大会日時を設定する。

男　　子

福岡市民体育館（３面）
福岡市西体育館（１面）

福岡市民体育館（２面）

参 加 資 格 ２０２１年度公益財団法人日本バレーボール協会個人登録規定により、有効に登録された
チームおよび選手で構成された中学生以上のチーム。（下記免除チームは除く）

県ラウンド
　会　場

　<カテゴリー別参加チーム数>
　　　高　校　：　３０　北部（８）　中部（１２）　南部（７）　筑豊（３）　　　　高　専　：　１　　大　学　：１
《県ラウンド　免除チーム》
（男子）東福岡高校、福大大濠高校

競 技 規 則 ２０２１年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。

競 技 方 法 ３セットマッチのトーナメント戦とする。
※男女各優勝チームは、九州ブロックラウンドに出場することができる。
九州ブロックラウンド：２０２１年　９月１８日（土）～　９月１９日（日）　沖縄県　予定

使 用 球 天皇杯・皇后杯大会ｵﾘｼﾞﾅﾙ球を男女４球ずつ実行委員会から支給し準決勝・決勝より使用する。
男子：モルテン製（Ｖ５Ｍ５０００）　　　女子：ミカサ製（ＭＶＡ３００）
※上記以外は通常のミカサ・モルテンボールを使用する。

チ ーム 構成 部長、監督、コーチ、マネージャー、トレーナー各1名（※１）、選手18名以内とする。各試合の役員・選手14名
は、試合ごとにエントリーする。（※２）なお、九州ラウンドに出場を推薦された場合、監督・コーチ・マネージャー
のうち1名以上は（財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者に基づく、公認バレーボールコーチ・公認バレー
ボール上級コーチ、公認バレーボール指導員、公認バレーボール上級指導員の有資格者とする。ただし、地区
ラウンド・福岡県ラウンドはその資格の有無は問わない。

　（※１）高専・高校・中学のチームは、マネージャーは生徒のみとし、その他のベンチスタッフについては、生徒
　　は不可とする。また、トレーナーは有資格者とする。なお、ベンチスタッフはその役職を示すワッペンを着用
　　すること。
　（※２）福岡県ラウンドにおいては、１８名の選手内でのユニフォームの着回し（競技者番号の変更）を許容す
　　る。ただし、ベンチ外のメンバーが次の試合でベンチ入りする場合のみに限る。レギュラー選手が試合毎に
　　番号を変更することは禁止する。

参 加 申 込 ①ＭＲＳの大会一覧より福岡県ラウンドのシートへ必要事項を記入し、申し込みを行うこと。　なお、ＭＲＳの入
力は６月１６日（水）までに完了すること。６月１６日（水）の段階で予選未完了の地区のチームに関しては、出場
決定次第速やかに申し込みを行うこと。
②中学校・高校・高専・大学のチームは別途、『大会参加申込用紙』を（一財）福岡県バレーボール協会ＨＰまた
はＭＲＳよりダウンロードし、所属長印を押印の上、大会当日に一部持参すること。

参 加 料 ７０００円（高校の各地区ラウンド勝ち上がりチームは３０００円）

抽 選 会 福岡県バレーボール協会 競技委員会で行い、福岡県バレーボール協会のホームページに記載する。

福岡県バレーボール協会　　川原　邦彦　（携帯080-1709-9035）

開 ・ 閉 会 式 特に行わない

そ の 他

（女子）福岡大学

県ラウンド　　２０２１年７月３日（土）～７月４日（日）　９：００プロトコール　予定

①　新型コロナウイルス感染対策のため、本大会は別紙ガイドラインに沿って運営する。

②　登録選手１８名の変更については、申込用紙提出後は受け付けない。

③　会場校・会場責任者の指示に従い迷惑をかけないこと。

④　ゴミは必ず持ち帰ること。また、忘れ物がないようにすること。

⑤　貴重品は各チームで管理すること。また、上靴・下靴をはっきり区別すること。


